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 Recent studies have reported that halogenated dodecaborates B12X12

2- (X = H, Cl, Br, I) exhibit 
chaotropicity, making them applicable for cell membrane transportation methods. Based on 
these findings, we hypothesized that a more optimal boron cluster carrier could exist by 
thoroughly investigating chaotropicity as a driving force. To explore this, we focused on the 
charge of boron clusters. In this study, we compared the chaotropic properties of dodecaborate 
and carborane, and we present the results of this investigation. 
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  細胞膜透過は医薬品開発やバイオテクノロジーにおいて重要な現象であり、細胞機
能の理解、制御の基盤となる。従って、細胞膜透過のための効果的な方法の開発が求

められている。中でも、ホウ素クラスターをキャリアとするアプローチが注目されて

おり、特にハロゲン化ドデカボレート [B12X12]2- (X = Cl, Br, I)の細胞膜透過性が実証
されており、カオトロピック性（水素結合を乱す性質）が鍵を握るとされている。 (1) 
ドデカボレートは 12個のホウ素原子で構成されたジアニオン性化合物 (1)であり、
すべての頂点がハロゲン化された場合、高いカオトロピック性を示すことが知られて

いる。また、カオトロピック性の強さは分子サイズが大きいほど、また電荷が少ない

ほど増加することが報告されている。 (2)しかし、ホウ素クラスターの電荷数がカオト

ロピック性およびキャリア性能に与える影響は未解明である。そこで本研究では、同

様の分子サイズを持つモノアニオン性物質、カルボラン [CB11H12]1- (2)に着目し、(1)
と比較することで、電荷数における違いを明らかにした。本発表では、カオトロピッ

ク性膜透過の新規キャリアとしてカルボランが有望であることを熱分析や細胞アッ

セイといった観点から報告する。 
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Figure 1. ホウ素クラスターの分子骨格 (左)、電荷数の違いによるカオトロピック性の影響 (右) 
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